























































































































	 筆者は、序論で挙げた本論の 3 つの目的に対する、それぞれの考察結果について以下



























結論 3	  
	 筆者は自身の制作を通して、それぞれの画紙の特質を自身の制作へ還元した。結果とし
てドーサという画紙に滲み止めをさせる画材を挙げ、画紙の滲みの性質を変換することで
可能となる多様な水墨表現を制作に活かした。また、ドーサ引きのタイミングを計画的に
かつ意識的に変えることで、生紙による水墨表現と熟紙への岩絵具による彩色表現が同時
に行えるという方法を見出した。 
最後に、自身の制作においては、画紙の特質と水墨表現を運用することを新しい日本画
の表現方法として今日の日本画制作に提示することで、水墨表現を再認識し、表現の幅を
広げられれば幸いである。 
